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Delphi 2.0から引き継がれている特長

‚‚‚‚
1995”‚‚Delphi‚“‚‚ˆ—Delphi‚Œƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ/ƒƒŠ”Ž‚‚•‰

‚Ž‚•‚ŽŽ‚“‚‚‚‚‚‘‚ƒƒƒƒƒƒƒŠ”‚”Œ‚ƒƒƒƒƒƒ‚——‚‚‹ˆ“‚Ž‚‚‚‚‚‚Delphi‚‘Š‚60––‚‚
‰Ž‚Ž‚Ž”ƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ/ƒƒ‘‰ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‘‰ƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”‚•‚——‚‚‚‚‚‚

‚‚‚‚NASA‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚ƒƒ
‰’ƒƒƒƒƒ‚’‹‚Ž•‚Ž‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚Delphi‚Ž‚‚‚‚‚‚NASA‚‰Š‹•ƒƒƒƒ‚Delphi‚Š”‚‚‚‚‚Info
WorldŽ‚Œ‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ/ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚–‚˜‚‚‚‚‚

American Airlines‚‚‚‚‚Ž‚ˆ‘‚‚‚‚”Œ—“‚ƒƒƒƒ”Ž‘‚‚Ž“‰
‚‚‚‚DB2‚Ž‚‚SABREƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Delphi‚Š”‚‚‚‚

“–‚‚Œ‚“ŽƒƒƒƒƒƒCABINET‚Š”‚Delphi‚—‚‚‚‚‚‘‰ƒƒƒ‰
‚ŽŒ‚‚‚‚ŒCABINET‚4,500‘‚‚ƒƒƒƒ‚Œ‚ŠŠ‹–‚ƒƒƒƒ‚‚‚Š—‚‚‚‚‚‚

‚‚‘“Š‚‘‚‚Š‹‚Delphi‚‘‚Œ—‚’–‚—‚‚‚‚‚‚‚Delphi““Ž—‚‚‚‚‚http://www.borland.co.jp/
‚‚—‚‚‚‚‚‚

‚‚ƒƒƒƒ‚’‚‹‚’‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚‘‚’‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚‚Delphi‚Ž‚‚‚‚‚’‹‚‚‚‹”‚–•‚‚Š‚Ž–
‚–“‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚•‚‚•‚Ž‚“‚‚‚‚‚‚‚

‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚”Œ‚‚‚‚””‚‚‚‚‚Delphi—‚Ž‚“–Œ‚‚‚‚‚‚‚10‚‚‚‚‚‚“–‚‚“‚‹‚‰
‚‚‚‚‚‚•‚•–‚——‚‚‚‚‚‚‚‚‚Š‹‚”‚‚‚‚‚‚‚‚

“Œ•‚‚ƒƒƒƒƒ‚Š‚Delphi 3‚’‚‹‚Ž‚‚‚‚Œ‚’‹‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚••‰
‚‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚Activeƒƒƒ‚Œ—“‚ƒƒ—‚ŽŒ‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Decision 
Cube‚‚‚ƒƒ‚‘ŽŒ‰‘‚•Œ‚Ž‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ/ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‘‰
‚Webƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”‚‚Delphi‚——‚‚‚”ˆ‚‚‚‚‚‚‚‚‚

Š”‚‚‚‚Š‘—‚‚‚‚‚‹‰‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒ‚Šˆ‚•Ž’“—‚ŽŒ‚‚“—
‚ŽŠ‚ƒƒ‚Œ‚‚‹”‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚’‰ƒƒƒƒ‚‚‚Žƒƒƒƒƒƒƒ‚
‰ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚Œ‚ŽŒ‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‘‚‚‹”‚‚‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

‚‚‚‚ƒƒƒƒƒŠ”‚Ž–‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‘‰‚‚—‚“’‚‚‚‚‚ˆ‚Œ‚‚‚‚‚‚
Delphi 3‚‹‚Š”ŽŠ‚—Œ‚——‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”‚‚‚Š”ƒƒ‚‚”‚‚‹‰‚Delphi 3‚‚Ž‚‚‚‚‚

Ž‚——‚‚‚‹”‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚•Œ‘‚‚‚‚ˆ‚‚‚‚‚‚‚Žƒƒ‚•Ž—‚‚—‚‚‚‚

Delphi‚
‚‚

Delphi 3‚
Š—
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
•Ž—

Delphi 3‚‚Standard”STDProfessional”PROClient/Server 
Suite”CSS‚3‚‚•Œ‘‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚Š”’‚Standard”‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

［動作環境］

CPU Intel 80486ˆ‚CPU
ƒƒƒ 16MBˆ‚ƒƒƒ
ƒƒƒƒƒƒ 60MBˆ‚ƒƒƒƒƒƒ
OS “–Œ”Windows95‚‚‚Windows NT 4.0/3.51(SP5)
‚‚‘ CD-ROMƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ

［機能一覧］

‹” STD PRO CSS

NEW! ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚DLL‰ 3 3 3

NEW! ƒƒ“—Ž‰‹” 3 3 3

NEW! ƒƒƒƒƒŽ•‰‚DLLƒƒƒƒ 3 3 3

NEW! ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ 3 3 3

NEW! ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Š‚100ˆ‚ƒƒƒƒƒƒ 3 3 3

NEW! ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ 3 3 3

NEW! COMƒƒƒ‚‘‚‚ 3 3 3

NEW! ƒƒƒƒƒ‚‹—‚ƒƒƒƒ•‚–‚‚ 3 3 3

NEW! Š’‚‚‚QuickReports 2.0 3 3 3

NEW! Š’‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ 3 3 3

NEW! ActiveXƒƒƒƒƒActiveƒƒƒ‚ 3 3

NEW! TeeChart‚‚‚‘‚ƒƒƒ•Ž 3 3

NEW! HTML‚Š‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ 3

NEW! Decision Cube‚‚‚‘ŽŒ‰ 3

NEW! ƒƒƒƒƒƒƒƒ 3

NEW! WebƒƒƒƒƒƒƒƒƒŠ” 3

NEW! NSAPI/ISAPI‚ƒƒƒ‚‚WebBridge 3

［マニュアル］

Delphiƒƒƒƒƒƒ 3 3 3

DelphiŠ”Žƒƒƒ 3 3 3

Object PascalŒŒƒƒƒ  3 3

Delphi Visual Component Libraryƒƒƒƒƒƒ2•  3 3

InterBase Server for Windows95&Windows NTƒƒƒƒƒƒ 3 3

InterBase Server ƒƒ’‹ƒƒƒ 3

InterBase Server ŒŒƒƒƒƒƒƒ 3

‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Š‚‚‚‚
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

ƒƒƒƒƒ”‚‚‚‚
Delphi 3ƒƒƒƒƒ”‚Delphi 3‚‘‚”—‚‘Œ‚‚‚‚‚‚‚‚‚–“‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚‰‘“‚Ž—‚‚‚Ž‚‹–‚Ž—

‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚Ž—‚‚‚‘‚ˆ‰‚——‹’‚‚“‚‚‚‚‚

Delphi 3（トライアル版）利用規定
Delphi 3ƒƒƒƒƒ”‚‚‚Š˜‚‚ƒƒƒƒƒƒˆ‰–ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒŠŽ‰Žˆ‰ƒƒƒƒ‚’Ž‚‚ˆ

‰‚——‹’‚“ˆ‚‚‚‚‚‚‚‚Œ‚‚——‚‚‚‚‚‚

‚.–ƒƒƒƒƒƒ‚•’Œ–’Œ–‚‚‚‚•Œ‚‚‚‚‚‚

‚.–ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚–ƒƒƒƒƒƒ‚ˆ•‚‚‚‘•‚ƒƒƒƒ‚‹‘‚‚•‚‚‚‚‚‹‚‚‚

‚.–ƒƒƒƒƒƒ‚ˆ•‚‚‚‘•‚””’‘ƒƒ“””‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚–ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‰•–
ˆ•‹ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚’Œ‚‚‚••‹‚‰‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

‚.–ƒƒƒƒƒƒ‚Š”‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚–
ƒƒƒƒƒƒ‚Š‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚”•””‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚

‚.ƒƒƒƒ‚–ƒƒƒƒƒƒ‚Š‚‚•—“‚ŒŠ‚Š‚‚‚‚‚”‚•‚‚‚‚–ƒƒƒƒƒƒ‚Ž—‚‚Œ‰ˆ‚‹‚‚‚‚Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚–
‚’’‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‘Š”‚”‚•‚‚‚‚‘Š‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž—“Ž‚‘Š‹”“‚‚‚‚‚‘‚—
Ž‚‹‚Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Œ’‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚–Ž“‚‚‚–Ž“•‚Š‚‚‚‚‚•‚‹”‚‚‚

‚.——‹’‚–‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Œ—‚ƒƒƒƒ‚•—‚‚‚

トライアル版の制限事項

ƒƒƒƒƒŒ30“Š‚‚Ž—‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚Š‚
1998”1Œ1“ˆ‚Ž—‚‚‚‚‚
‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Delphi 3‚Š”Š‹‚’‚‚‚Ž‚‚‚‚
Delphi 3‚Š”“’‚‚‚‚——‚‚‚‚‚‚•Š‘‚••‚‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ˆ•‰•‚‚
•‚‚‰—‚‚‚Ž—‚•‚‚‰”‚‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒWindows API‚ƒƒƒ‚•‘‚‚‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚

‚•‚Š”‚‚‚‚README.TXT‚‚“‚‚‚‚‚
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

ƒƒƒƒƒ”‚Ž—•–

トライアル版のインストール
Delphi 3ƒƒƒƒƒ”‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚CD-ROMƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ”‚“‚‚CD-ROM‚‘“‚ˆ‰

‚‚‚‚‘‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚ƒƒƒƒƒ‚‚–60MBˆ‚ƒƒƒƒƒƒ‚‹‚——‚•—‚‚‚‚‚‚CD-
ROMƒƒƒƒ‚D:ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‘’‚‚‚‚‚‘‚ƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚“‚ƒƒƒƒ–‚“‚‘‚‚‚‚‚‚ŽŽ‚•˜CD-
ROM‚‚ƒƒƒƒƒŒ‚ƒƒƒƒƒƒ–‚ˆ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚–‚‚‚‚‚—‚‚‚‚

‚. Windows 95‚‚‚NT‚‹“‚‚‚

‚. ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ–‚Ž’‚‚Ž‚‘‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ–‚Ž’‚‚Ž‚‘‚‚‚

‚. “—ƒƒƒƒ‚D:\D3TRIAL\INSTALL\SETUP‚“—‚‚‚

‚. ƒƒƒƒƒ‚ŽŽ‚‚‚‚‚•—‚–‚“—‚‚‚‚‚‚‚‚

‚. ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒBorland Delphi 3 TrialDelphi 3‚‘‚‚Borland Delphi 3 
Trialƒƒƒ‚Delphi 3ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚Delphi‚‹“‚‚‚

トライアル版のアンインストール
Ž—ŠŒ‚‰‚‚‚•”‚“‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Windows 95‚NT 
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3.51‚‚Borland Delphi 3 Trialƒƒƒ‚Uninstallƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚

他のボーランド製品を使われている場合
Borland C++Builder‚Paradox 7‚‚ƒƒƒƒ•‚‘‚‚Borland Database 

EngineBDE‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚–•‚Š‚‚‚BDE‚”‚‚‚—
‚ƒƒƒƒ‚‚ˆŒŠ‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚Š”’‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Š‘‚“Œ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‘‚ƒƒƒƒ•‚Š”
‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚”•””‚‚‚‚‚‚‚•‚“•‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚‚Š‚‚‚‚‚‚•—
‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ”‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚
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‰ˆŠ‚–“‚——‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚

—
5



Delphi 2.0から引き継がれている特長
Delphi 3‚Š—

Delphi 3‚ƒƒƒƒƒŠ”Š‹‚’‚Windowsƒƒƒƒƒƒƒ‚Œƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒƒƒŠ”‚Š–

‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚ƒƒƒ‚”’‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚’‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒ
ƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚Š”’‚Ž‘“‚’‚‚‚‚‚ŽŽ‚“‚•‚‚‚‚‚‚‚‚‚”‚‚‚‚‚‚

図.1　Delphi 3のビジュアル開発環境

名称 用途

スピードバー ファイルを保存したり、プログラムを実行するといった頻繁に使われるメニューコマンドを直接
呼び出すためのボタンがあります。マウスの右ボタンをクリックして表示されるスピードメニュ
ーを使えば、カスタマイズもできます。

コンポーネント
パレット

コンポーネントとは、ボタンやリストボックスなどのコントロールやデータ操作などをビジュア
ルに表現した部品のことです。Delphiのコンポーネントパレットには、100個以上のコンポーネ
ントが機能別に分類されており、たとえばコモンダイアログのためのコンポーネントは[Dialogs]
というページに登録されています。コンポーネントには、実行時に目に見えるビジュアルコンポ
ーネントと実行時に見えなくなる非ビジュアルコンポーネントがあります。

フォーム フォームは、Delphiで作成するほとんどのアプリケーションで中心的な役割を果たします。フォ
ームは絵を描くためのキャンバスのようなもので、ここにコンポーネントを配置してユーザーイ
ンターフェースを設計します。フォームは、まったく空の状態から作成する以外に、オブジェク
トリポジトリから登録済みのフォームを選んだり、ウィザードを使って自動的に生成できます。

オブジェクト
インスペクタ

オブジェクトインスペクタでは、フォームに配置したコンポーネントの外観や動作を設定しま
す。コンポーネントには、表示文字列などをあらわすプロパティ（特性）とマウスやキーの入力
に対応するイベント（発生要因）があります。オブジェクトインスペクタでは、フォーム上で選
択されているコンポーネントのプロパティとイベントを設定します。また、フォーム自身のプロ
パティやイベントもオブジェクトインスペクタで設定します。

コードエディタ コードエディタは、フォームに関連付けられたソースプログラムやアプリケーションのためのプ
ロジェクトソースなどを編集できる汎用的なエディタです。アンドゥ・リドゥ、カラムブロッ
ク、キーボードマクロ、ディレクトリ内での文字列検索など強力な機能を持っています。
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

Delphi 3を起動しただけでは、表示されないウィンドウもあります。こうしたウィンド

ウの中で主なものを解説します。

画面 名称と用途

[新規作成]ダイアログ

[ファイル(F) | 新規作成(N)]で表示されます。フォーム、コンポー
ネント、プロジェクト、テキストファイルなど新しい要素を作成
するために使うウィンドウです。空の要素を作成するほか、登録
済みのフォームやプロジェクトを利用したり、別のフォームを継
承する場合もオブジェクトリポジトリを使います。

プロジェクトマネージャ

[表示(V) | プロジェクトマネージャ(P)]で表示されます。アプリケ
ーションを構成するファイルを管理するウィンドウです。ファイ
ルの一覧、登録、削除、プロジェクトオプションの設定ができま
す。プロジェクトは、Object Pascalのソースプログラムで管理さ
れており、[表示(V) | プロジェクトソース(J)]で表示できます。

データベースフォームウィザード

[データベース(D) | フォームウィザード(F)]で表示されます。表示
されるダイアログボックスのメッセージにしたがって、使いたい
テーブルを選んだり、表示スタイルやマスター/詳細の設定を指
定することで、希望するデータベース対応フォームを自動的に作
成できます。

データベースエクスプローラ

[データベース(D) | エクスプローラ(E)]で表示されます。エリアス
やテーブルの一覧を表示できる他、テーブルの内容を表示・編
集、新しいエリアスの作成、SQL文を使った問い合わせなどがで
きます。Professional版ではデータディクショナリを管理できま
す。さらに、Client/Server Suite版に付属する SQLエクスプローラ
では、ストアドプロシージャやトリガーなど SQLデータベース
のメタデータも表示できます。

パッケージエディタ

新しいコンポーネントを登録するときに表示されます。任意のコ
ンポーネントユニットの追加、削除やパッケージを構築するとき
のコンパイルオプションなどを設定できます。
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
サンプルプログラムのオープン

実際にDelphi 3で作成したアプリケーションの例を見るために、Demosディレクトリに
含まれているサンプルプログラムを利用できます。

サンプルプログラム Fishfactのオープン
\Demos\Dbディレクトリには、データベースを使ったサンプルプログラムが含まれてい

ます。この中の Fishfactサブディレクトリには、Fishfact.dprというサンプルプロジェクト
が含まれています。Delphi 3のメニューで[ファイル(F) | 開く(J)]を選び、このディレクト
リに移動して Fishfact.dprを選んでください。ここで、図.2のような画面になります。

このプロジェクトは、BIOLIFE.DBという Paradox 形式のテーブルを使っています。単

にプロジェクトをオープンしただけですが、フォーム上には文字列やイメージなどのデー

タベースの内容が表示されています。Delphiではアプリケーションを設計する段階で、実

際のデータベースを参照できるため、データがどのように表示されるかを意識しながらユ

ーザーインターフェースを設計できます。

フォーム上のそれぞれのコンポーネントをマウスでクリックすると、オブジェクトイン

スペクタに表示される内容が変わります。オブジェクトセレクタには、現在フォーム上で

選択されているコンポーネントの名前と型名が表示されています（型名の先頭には Tがつ
いています）。ここで、フォーム上のコンポーネントを選ぶこともできます。

Delphiのデータベース対応のコンポーネントを使えば、プログラミングをしなくても、

オブジェクトインスペクタで必要な設定をするだけでデータベースを処理するアプリケー

ションを開発できます。このプロジェクトでも、プログラムコードをまったく使っていま

せん。各コンポーネントの詳しい説明が必要なときは、フォーム上のコンポーネントをマ

ウスでクリックして選択し、[F1]キーを押します。

実行ボタン を押すと、このプロジェクトを構築して実行できます。

図.2　FishFactプロジェクトをオープンしたところ
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

Delphiは、プロジェクトを単独で実行できる実行形式のファイルにコンパイルします。

ただし、データベースを使うアプリケーションでは、データベースエンジン（BDE＝
Borland Database Engine）を別途インストールする必要があります。BDEは、Delphiをイ
ンストールすると自動的にシステムに組み込まれます。

Fishfactプロジェクトを実行して、左下のDBGridの垂直スクロールバーのボタンを押す

と、データベースのレコードが移動して表示される内容が切り替えられます。

Demosディレクトリには、この他にも多くのプログラミング例が入っていますので、適

当なプロジェクトファイルを開いて試してみてください。

図.3　FishFactの実行画面
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
簡単なアプリケーションの作成

Delphiで簡単なアプリケーションを開発してみましょう。

[ファイル(F) | アプリケーションの新規作成(T)]メニューを選択して、新しいプロジェク
トを作成します。オープンしているプロジェクトに変更を加えていると、ダイアログボッ

クスが表示されて、変更した内容を保存するかどうか問い合わせられます。

新しいプロジェクトをオープンすると、図.1（p.6）のような画面になります。Delphiで
は、コンポーネントパレットからコンポーネントを選んで、フォームという設計領域に配

置し、オブジェクトインスペクタを使ってイベントやプロパティを設定してアプリケーシ

ョンを開発していきます。

まず、コンポーネントパレットの[Standard]というタブをクリックしてください。ここ
には、Windowsが提供する標準的なコントロールや機能に対応するコンポーネント（部

品）が登録されています。

左から 6 番目にボタン（Button）コンポーネントがあります。これをクリックすると、
このボタンが押された状態になります。次に、フォーム上の適当な場所をクリックします。

すると、ボタンがフォーム上に配置されます。コンポーネントが配置されると、そのコン

ポーネントには後ろに数値が付加された名前が自動的につけられます。

このようにコンポーネントパレットでコンポーネントをクリックし、フォーム上でもう

一度クリックすれば、そのコンポーネントがフォームに配置されます。このときコンポー

ネントはあらかじめ決められた大きさで配置されます。フォーム上で、マウスをドラッグ

（マウスの左ボタンを押しながら位置をずらす）すると、指定した大きさでコンポーネン

トが配置されます。コンポーネントパレットで適当なコンポーネントをダブルクリックす

れば、フォーム上の中央に決められた大きさでコンポーネントが配置されます。

同じコンポーネントを連続的に配置したい場合は、キーボードの[Shift]キーを押しなが

ら、コンポーネントをクリックします。ボタンが青い枠つきで押された状態になり、左端

のポインタアイコンをクリックするまで、連続的にコンポーネントを配置できます。

次に、コンポーネントパレットの[Dialogs]ページを選びます。ここには、コモンダイア
ログをあらわすコンポーネントがあります。ここで、左から 6 番目にあるColorDialogコ
ンポーネントをフォーム上に配置します。

このコンポーネントは「色の設定」ダイアログを呼び出す機能は持っていますが、自分

自身は実行時にはフォーム上に表示されません。コンポーネントには、ボタンのように実

行時に目に見えるもの（ビジュアル）と、コモンダイアログのように目に見えないもの

（非ビジュアル）があります。非ビジュアルコンポーネントは、大きさを変更できません。

図.4　コンポーネントパレットの[Standard]ページ

図.5　コンポーネントパレットの[Dialogs]ページ
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

次に、ボタンの表現や動作を設定します。つまり、オブジェクトインスペクタを使って

プロパティとイベントハンドラを定義します。プロパティとは、コンポーネントの表示す

る文字列や保持する値などを文字列や数値などのデータとして表現するものです。イベン

トとは、コンポーネントに対して何が生じたかをあらわすもので、イベントハンドラはコ

ンポーネントに対して発生した要因に対応する処理部分のことです。プロパティやイベン

トハンドラを定義するためにオブジェクトインスペクタを使います。

フォーム上でボタンをクリックして選択します。次に、オブジェクトインスペクタで

[プロパティ]というタブをクリックしCaptionという項目を探します。ここにはButton1と
表示されているはずですから、これをColorと変更します。次に、[イベント]ページで
OnClickという項目をダブルクリックします。

ここで、次のようなプログラムリストを入力します。

procedure TForm1.Button1Click(Sender: TObject);
begin

if ColorDialog1.Execute then { 追加する行 }
Color := ColorDialog1.Color; { 追加する行 }

end
これは「色の設定ダイアログを呼び出してOKボタンが押されたら、フォームの色をダ

イアログボックスで選んだ色に変更する」という意味のプログラムです。

実行ボタン を押して、プログラムを実行してください。フォーム上のColorボタンを
押すと、「色の設定」ダイアログが表示され、適当な色を選んでOKボタンを押すと、フ

ォームの色が指定した色に変更されます。

ここで作成したアプリケーションは非常に単純なものですが、より複雑なアプリケーシ

ョンでも基本的な手法は変わりません。

図.6　ButtonとColorDialogを配置したフォーム

図.7　Button1をダブルクリックしたときのイベントハンドラ
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
コード入力支援機能

Delphi 3は、広範なアプリケーション開発に対応する数多くの部品や関数を用意してい

ます。しかし、慣れないうちは完全な文法を覚えたり、関数引数の型を見つけ出すのは面

倒かもしれません。Delphi 3には、このような場合に役立つ便利な機能があります。

コードテンプレート
コードテンプレートとは、IF、FOR、WHITE、CASEといった頻繁につかう構文を手作

業で入力する代わりに、自動的に入力させる機能です（図.8）。たとえば、ifと入力した
直後に[CTRL]+[J]を押すと、単純な if文や begin～end付きのもの、else 節のあるものなど
のリストが表示されます。ここから適当なものを選べば、対応するプログラムコードが埋

め込まれ、ifの直後にカーソルが移動します。

また、入力したキーワードに対応するプログラムコードがひとつしかなければ、即座に

そのコードが埋め込まれます。たとえば、begin/end付きの for文をあらわす forbを入力し
てから[CTRL]+[J]を押すと、次のプログラムコードが埋め込まれ、forの直後（|の位置）

にカーソルが移動します。

for | :=  to  do
begin

end;
コードテンプレートで入力できるプログラムコードや短縮形式は、[ツール(T) | 環境オ
プション(O)]の[支援機能]ページでカスタマイズできます。ここで設定すれば、プログラ
ム構文だけでなく、関数やメソッド名を短縮入力するためにも使えます。

図.8　コードテンプレートの例

図.9　環境オプションの設定
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

コード補完
コード補完は、フォーム上のコンポーネントなどオブジェクト名の直後にピリオド

（.）を入力すると、プロパティやメソッドの名前をリストアップする機能です

（図.10）。

通常これらの名前は、継承されているクラス別・種類別に並べられていますが、リスト

表示されているときにマウスの右ボタンでスピードメニューを呼び出せば、アルファベッ

ト順でも表示できます。リスト中から目的のものを選ぶためには、項目をスクロールさせ

るかインクメンタルサーチが使えます。

入力している文が、代入文のときは左辺の型に対応する関数やプロパティだけが表示さ

れます。たとえば、文字列型の変数への代入であれば、文字列型を返す関数や文字列型の

プロパティが表示されます。また、フォント（Font）のようにさらにメソッドやプロパテ
ィを持っているクラスオブジェクトも表示されます。

コード補完は、編集中のプログラムコードに即座に反応します。プログラム中にレコー

ド（record）やクラス（class）の定義があれば、これらに対する変数名の後にピリオドを

入力した時に、定義されているデータフィールドやメソッドが表示されます。

コード補完の反応速度は、前述の環境オプションで 0.5～1.5 秒の範囲で変更できます。

また、[CTRL]+[スペース]を押せば即座に呼び出せます。

宣言表示
宣言表示は、関数名やメソッド名の直後に左カッコ（(）を入力すると、自動的に入力
すべき値の型や仮引数の名前を示してくれる機能です。これは、標準的な関数やコンポー

ネントのメソッドだけでなく、Windows APIや自作の関数を含むすべてに対応します。

また、次に入力すべき引数の型は強調表示（ボールド）され、複数の引数を持つ関数の

場合は、値を入力するごとに次の引数が強調されていきます。入力すべき型や順序が不安

な場合でも、わざわざヘルプを呼び出す必要がありません。

図.10　コード補完の例

図.11　宣言表示の例
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
コンポーネントテンプレート

Delphi 3では既存のコンポーネントを利用して、ビジュアルに新しいコンポーネントを

作成できるコンポーネントテンプレートという機能を提供しています。

コンポーネントテンプレートを使うには、フォーム上にコンポーネントを配置し、適当

にプロパティやイベントハンドラを設定した後で、[コンポーネント(C) | コンポーネント
テンプレートの作成(T)]を呼び出します（図.12）。

ここで、新しいコンポーネント名や登録するコンポーネントパレットのページ名を指定

すると、その情報をもとに新しいコンポーネントが追加されます（図.13）。

Panelや ToolBar/CoolBarのようなコンテナコンポーネントを使えば、複数のコンポーネ

ントを組み合わせて、ひとつのコンポーネントとして登録することもできます。図.14は、
Panel上に 3つの SpeedButtonと 1つのComboBoxを配置したものです。

テンプレートとして登録されたコンポーネントは、VCLには組み込まれません。テン

プレートコンポーネントを配置すると、登録したときに使われたVCLコンポーネントが
配置され、設定されていたプロパティとイベントハンドラの両方が反映されます。

図.12　コンポーネントテンプレートの例

図.13　[Templates]ページに組み込まれた、新しいコンポーネン

ト

図.14　スピードバーをテンプレートとして登録

14



Delphi 2.0から引き継がれている特長
デバッガの新機能

ツールチップ式評価
Delphi 3では、プログラムをデバッグのために停止させているとき、マウスカーソルを

変数やプロパティの上に移動させると、自動的にその値がツールチップとして表示されま

す。ここでは、オブジェクトや変数、定数などさまざまな式を評価できます。

DLLデバッグ
DLLを開発するプロジェクトでは、[実行(R) | 実行時引数(P)]でホストアプリケーショ

ンを設定できます。ホストアプリケーションを設定して、DLLプロジェクトを実行させ

ると、まずホストアプリケーションが実行され、DLLプロジェクトにブレークポイント
を設定したり、監視式を設定できます。

モジュールウィンドウ
[表示(V) | モジュール(M)]で表示されるモジュールウィンドウは、プロジェクトの実行
中メモリに読み込まれているモジュールの一覧を表示します。モジュールウィンドウは、

それぞれのモジュールの名前、実行時のイメージベースアドレス、モジュールが読み込ま

れた場所（パス）を表示します。

図.15　ツールチップ式評価の例

図.16　モジュールウィンドウ
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

新しいコンポーネント

Delphiには数多くのコンポーネントが登録されています。Delphi 3では、さらに便利な

コンポーネントが追加されました。ここでは、新しいコンポーネントの機能や使い方につ

いて紹介します（トライアル版で利用できない機能については後述します）。

[Additional]ページ
Delphiの[Additional]ページにはWindowsの標準コントロールにない機能を持つコンポー

ネントが登録されています。

CheckListBoxは、複数のチェックボックスをまとめて管理するものです。RadioGroupに
似ていますが、CheckListBoxは ListBoxを拡張して実現されています。

図.17で、左側は単純に項目を設定したもの、右側はさらにBorderStyleを bsNoneに、
Colorを clBtnFaceに、Styleを lbOwnerDrawFixedに、ItemHeightを 20に設定したものです。
チェックボックスの状態はCheckedプロパティや Stateプロパティで確認します。たとえ

ば、2 番目の項目がチェックされているかどうかはCheckListBox1.Checked[2]で調べます。

Splitterは、領域を左右または上下に分割するバーを作ります。Alignプロパティの設定
によって実行時に隣のコンポーネントの幅や高さを変更します。デフォルトでは alLeftが
設定されており、自分の左側のコンポーネントの幅を変更します。Alignを alTopにすれ
ば自分の上のコンポーネントの高さを変更することになります。

Splitterとパネルなどのコンポーネントと組み合わせることで、フォームを複数の領域に

分割し、簡単にサイズを変更できます。

StaticTextはテキスト表示用のコンポーネントです。Labelに似ていますが、ウィンドウ

ハンドルを持っているため、Memoなどの他のコントロールの上に重ねて表示できます。

また、Professional版以上ではActiveXコントロールに変換する対象として指定したり、

ActiveXコントロールのプロパティページを作成する際に、入力フォーカスを受け取るテ

キスト表示コントロールとして利用できます。

CheckListBox

図.17　CheckListBoxの使用例

Splitter

図.18　Splitterの使用例

StaticText
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

[Win32]ページ
Delphi 3の[Win32]ページは、Delphi 2.0の[Win95]ページに相当します。Delphi 3では、
新しいコモンコントロールが登録されています。

Animateは、音のないアニメーション（AVI）を表示するコンポーネントです。
ファイルをコピーしたりごみ箱に捨てるといった汎用的な定義済みのアニメーションは、

CommonAVIプロパティで簡単に利用できます。Activeプロパティを使えば、設計時にア
ニメーションの表示を確認することもできます（図.19）。

DateTimePickerは、日付や時間を設定するためのコンポーネントです。カレンダーを使

って日付を設定したり、上下ボタンを使って時刻を設定できます。

ToolBarは、ツールボタン（ToolButton）や他のコントロールを配置して、ツールバー

（スピードバー）を作成するコンポーネントです。

従来、ツールバーを作成するには Panelや SpeedButtonなどを組み合わせて設計し、大

きさや位置をプログラマが調整する必要がありました。ToolBarでは、ImageListと組み合

わせて簡単にボタンを配置でき、位置や大きさも自動的に調整されます。Flatプロパティ
を Trueにすれば、マウスカーソルに対応してボタンが浮き出る形式も使えます。

CoolBarは、ToolBarや他のコンポーネントを配置し、左端のつまみを使って場所を移し

たり、サイズを変更できるコンポーネントです。

DateTimePickerとCoolBarを使うためは、バージョン 4.70以降のCOMCTL32.DLLが必

要です。特にアプリケーションを配布する際には注意してください。これは、Internet 
Explorer 3.0やMS-Office97をインストールすると自動的に組み込まれます。

Animate

図.19　Animateの使用例

DateTimePicker

ToolBar

図.20　DateTimePickerの例

CoolBar

図.21　ToolBarとCoolBarを組み合わせた例

注意
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

[Dialogs]ページ
コモンダイアログが登録されている[Dialogs]ページでは、イメージファイルを開いたり
保存するときに、プレビュー機能を持つコモンダイアログが追加されています。 

OpenPictureDialogは、プレビュー機能付きの「ファイルを開く」ダイアログを呼び出し

ます。イメージファイル（.bmp, .ico, .emf, .wmf）を選択するとダイアログボックスの右側

にイメージが表示されます。

SavePictureDialogは、プレビュー機能付きの「ファイル名を付けて保存」ダイアログを

呼び出します。

[Data Controls]ページ
書式付きで項目を表示するDBRichEditが追加されました。

DBRichEditは、書式付きでデータベース項目を表示・編集できます。DBRichEditは、
RichEditと同じように、SetAttributesや Paragraphプロパティを使って文字単位、段落単位

でフォントや位置揃えなどを指定できます。

[QReport]ページ
レポート出力を設計するためのQuickReportsコンポーネントは、大幅に改良されました。

新しいQuickReports 2.0では、従来のQuickReportに代わり、QuickRepコンポーネント
を使ってレポートを設計します。QuickRepはフォーム上にグリッドを表示するビジュア
ルコンポーネントで、レポートの設計がよりビジュアルにわかりやすくなりました。

また、高度なレポートを設計するための新しいコンポーネントに加え、レポート出力を

印刷するだけでなく、カンマ区切りのテキストやHTML形式でエクスポートすることも

できるようになりました。さらに、テーブルや問い合わせに対するレポートを簡単に設計

するためのQuickReportウィザードも組み込まれています。

OpenPictureDialogSavePictureDialog

図.22　OpenPictureDialogの実行例

DBRichEdit

図.23　QuickReports 2.0を使った設計画面
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
その他の新機能

パッケージ
コンポーネントライブラリの機能をDLLとして提供する機能です。このDLL
は、.DPL（Delphi Package Library）という拡張子がつけられています。

パッケージを利用することで、実行ファイルにコンポーネントライブラリのコードが含

まれなくなるため、実行ファイルの大きさは小さいものでは 10KB 程度になります。これ

は、ActiveXコントロールのような部品をいくつも作成したり、Activeフォームのような
インターネット経由で参照するものを作成する場合、あるいは多層環境で小さなクライア

ントアプリケーションを配布する場合などに効果的です。

COMサポートの組み込み
多層モデル、OLEオートメーションサーバーや、ActiveXなどのオブジェクトにシーム
レスなアクセスを実現するためCOM（Component Object Model）インターフェースをプロ
グラム中に直接記述できるようになりました。Delphi 3のCOMサポートは
ActiveX、Activeドキュメント、ActiveフォームのようなMicrosoft規格をサポートしてい

ます。

コンパイラの拡張
システムの標準手続きとしてAssertが追加されました。Assertは指定された条件が満た

されない場合、例外を発生します。

Visual Basicとの互換性のため、論理データ型のByteBool、WordBool、LongBool 型に対
する Trueは、-1で表現されます（Booleanにおける Trueは、1のままです）。

開発環境の拡張
オブジェクトリポジトリを共有できるようになりました。[ツール(T) | 環境設定(O)]の

[設定]ページでリポジトリを共有するためのディレクトリを設定します。

[検索(S) | ファイルからの検索(D)]を使うと、プロジェクト中のファイルやオープンして
いるファイルや指定したディレクトリ中のすべてのファイルから文字列を検索できます。

[プロジェクト(P) | オプション(O)]の[アプリケーション]ページでは、出力ファイルの拡

張子を指定できます。たとえば、スクリーンセーバーを作成する場合は「SCR」を指定し

ます。また、[バージョン情報]ページでは、アプリケーションに埋め込むバージョン情報

を設定できます。

データベースデスクトップ
テーブルや問い合わせを新規に作成するためのユーティリティとして、データベースデ

スクトップがサポートされます。

Chartコンポーネント
Delphi 3 Professional以上では、棒グラフや円グラフをはじめ 11 種類の表示形式を持つ

Chart(TeeChart)コンポーネントが提供されます。TeeChartは多彩なスタイルや重ね合わせ、

2次元・3次元の切り替え、立体化の比率や枠のスタイル、円グラフの開始角度など、き

めこまかなスタイルを設定できます。

チャートには、プログラム中のデータを表示するChart、データベースに対応した
DBChart、レポート出力用のQRChart、後述のDecision Cubeに対応するDecisionGraphがあ
ります。また、チャートを簡単に設計するために TeeChartウィザードが用意されています。
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

ActiveXコントロールの作成
Delphi 3 Professional以上では、ActiveXコントロール（OCX）を簡単に作成できます。
ActiveXコントロールを作成するためには、Delphiのコンポーネントを変換する方法と、

フォームと同じようにActiveXコントロールを設計する方法があります。
ActiveXコントロールの作成機能は、トライアル版にはありません。

簡単なDelphiコンポーネント
Delphiのコンポーネントを変換してActiveXコントロールを作成する場合、新しい

Delphiのコンポーネントを作成してからActiveXコントロールに変換してもかまいません

し、変換した後でコントロールに機能を追加することもできます。

以下のプログラムは、テキストを立体的に表示するコンポーネントの例です（抜粋）。
unit Label3D;
  ......
type
  TLabel3D = class(TCustomControl)
  protected
    procedure Paint; override;
    procedure CMTextChanged(var Msg: TMessage); message CM_TEXTCHANGED;
  public
    constructor Create(AOwner: TComponent); override;
  published
    property Caption;
    property Color;
    property Font;
  end;
  ......
constructor TLabel3D.Create(AOwner: TComponent);
begin
  inherited Create(AOwner);
  Width := 96;
  Height := 24;
  Font.Color := clWhite;
  Font.Height := -(Height-2);
end;
procedure TLabel3D.Paint;
var
  R: TRect;
begin
  R := ClientRect;
  InflateRect(R, -2, -2);
  OffsetRect(R, 2, 2);
  Canvas.Brush.Style := bsClear;
  Canvas.Font := Font;
  Canvas.Font.Color := clBlack;
  DrawText(Canvas.Handle, PChar(Caption), Length(Caption),
           R, DT_LEFT or DT_WORDBREAK or DT_EXPANDTABS);
  Canvas.Font := Font;
  OffsetRect(R, -2, -2);
  DrawText(Canvas.Handle, PChar(Caption), Length(Caption),
           R, DT_LEFT or DT_WORDBREAK or DT_EXPANDTABS);
end;
procedure TLabel3D.CMTextChanged(var Msg: TMessage);
begin
  Invalidate;
end;

注意
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

このコンポーネントを[コンポーネント(C) | コンポーネントのインストール(I)]でDelphi

に登録すると、図.24のようにコンポーネントパレットで選んで利用できます。このよう
に自分自身で利用するコンポーネントを簡単に作成できるのも、Delphiの特長です。

ActiveXコントロールへの変換
DelphiのコンポーネントからActiveXコントロールを作成するのは非常に簡単です。

まず、プロジェクトが空の状態で、[ファイル(F) | 新規作成(N)]で表示される[新規作成]
ダイアログの[ActiveX]ページから[ActiveX コントロール]を選びます。ActiveXコントロー
ルウィザードが表示されるので、VCLクラス名には作成したTLabel3Dを選び、ファイル
名やチェックボックスをチェックして[OK]を押します（図.25）。
作成したActiveXコントロールをVisual Basic 4.0でも利用したい場合は、[バージョン情

報を追加(V)]をチェックします。

これで、Label3DのActiveXコントロール版である Label3DXを作成するためのプロジ
ェクトやソースコードなどが自動生成されます。[プロジェクト(P) | 再構築(B)]を選ぶと、

プロジェクトが構築され、OCXファイルが作成されます。作成したActiveXコントロール
をシステムに登録するのは[実行(R) | ActiveXサーバーの登録(A)]を選びます。

図.24　立体化テキストの使用例

注意

図.25　ActiveXコントロールウィザード
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

Delphiで作成するActiveXコントロールは、制約のない完全なネイティブコードコンパ

イラで構築されるため、あらゆる目的に対応するコントロールを作成できます。

作成したActiveXコントロールは、Visual Basicのような他のツールでも使えます。たと

えば、Visual Basic4.0では[ツール(T) | カスタムコントロール(C)]を選び[L3DCtrl Library]と
いう項目をチェックします（名前は設定したプロジェクト名により異なります）。ツール

ボックスに Label3DXというアイコンが追加されますので、他のコントロールと同じよう

にフォームに配置して利用できます。

タイプライブラリエディタ
ActiveXコントロールやCOMオブジェクトのタイプライブラリは、[表示(V) | タイプラ
イブラリ(T)]で表示されるタイプライブラリエディタで編集・追加できます（図.27）。

また、ActiveXコントロールのプロパティを設定するためのプロパティページを作成す
るときは、[ファイル(F) | 新規作成(N)]で表示される[新規作成]ダイアログの[ActiveX]ペー
ジから[プロパティページ]を選びます。

図.26　Label3DXをVisual Basic 4.0に組み込んだ例

図.27　タイプライブラリエディタ
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

Activeフォームの作成
Activeフォームは、フォームスタイルのActiveXコントロールです。Activeフォームは、

通常のフォームと同じように作成でき、特にWebブラウザなどで表示するHTMLドキュ
メントに埋め込んで利用する場合に役立ちます。

Activeフォームを作成するには、ActiveXコントロールと同様、[ファイル(F) | 新規作成
(N)]の[ActiveX]ページで[Activeフォーム]を選びます。ActiveXコントロールウィザードに
似たActiveフォームウィザードが表示されますが、VCLクラス名は TActiveFormに固定さ

れています。ここでは、適当なActiveX名を入力します。
これで、空のActiveフォームができあがります。通常のフォームと同じようにコンポー

ネントを配置したりイベントハンドラを定義できます。たとえば、図.28のようなフォー
ムを設計し、適当なイベントハンドラを割り当てます。

プロジェクトを保存し、[プロジェクト(P) | 再構築(B)]を選べばActiveフォームができ
あがります。また、Webで配布するためには、[プロジェクト(P) | Web配布オプション

(W)]を使えます。このダイアログボックスで必要な項目を指定し、[プロジェクト(P) | 
Web配布(D)]を選ぶと、Activeフォームを使うための簡単なHTMLファイルが生成されま
す。

生成されたHTMLファイルを Internet Explorer3.0のようなブラウザで呼び出せば、通常

のフォームと同じように使えることがわかります（図.29）。

図.28　Activeフォームの設計例

図.29　Internet Explorer 3.0での表示
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

Decision Cubeによる多次元解析
Delphi 3 Client/Server Suiteでは、多次元解析を実現するためのDecision Cubeコンポー
ネントが提供されます。Decision Cubeは、特定の目的に対応した調査に利用したり、重要

な意思決定を求められるユーザーに高度な情報を提供します。アプリケーションに応じて

カスタマイズできるため、誰もがダイナミックに変化する情報をアクセスできるようにな

ります。

Decision Cubeのドリルダウン、ピボット（軸）、総計といった機能は、データのビジュ
アルな解析を実現し、よりよい決定をサポートします。折りたたみのできる要約やドラッ

グアンドドロップをサポートしたインターフェース、さらに解析結果のグラフ表示などが

ビジネスの効率化に大きく寄与します。

Decision Cubeは、トライアル版にはありません。

Decision Cubeの使い方
Delphi 3 Client/Server Suiteの[Decision Cube]ページには、多次元解析を処理する 6つの
コンポーネントが登録されています（図.30）。

DecisionCubeを使って多次元解析を実行するには、まず DecisionQueryを配置して問い

合わせを設計します。DecisionQueryの機能は、Queryと同等ですが、多次元解析のための

専用のプロパティエディタを持っています。

配置したDecisionQueryをダブルクリックすると「デシジョン問い合わせの設定」ダイ

アログが呼び出されます（図.31）。このエディタでは、対象となるテーブルやデータ項

目を設定します。

DecisionQueryの設定が終わったら、次にDecisionCubeコンポーネントを配置します。
このコンポーネントは多次元解析の中心的役割を果たします。DecisionCubeをダブルクリ
ックすると、「デシジョンキューブの設定」ダイアログが表示され、どのように解析する

か、項目ごとに設定したり、解析のために使用するメモリの大きさなどを設定します。

注意

図.30　[Decision Cube]ページのコンポーネント

図.31　ディシジョン問い合わせの設定
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次にDecisionSourceを配置します。DecisionSourceは、データセットとデータ表示コン

トロールを仲介するDataSourceに似ています。DecisionSourceは、DecisionCubeと表示用
のコンポーネントの仲介役となります。

以上を配置したら、後は実際にフォーム上に解析結果を表示したり制御するためのコン

ポーネントを配置します。[Decision Cube]ページの右側の 3つのコンポーネント
DecisionPivot、DecisionGrid、DecisionGraphは、いずれもDecisionSourceプロパティに配置
したDecisionSourceコンポーネントを設定します。

DecisionPivotはユーザーが多次元解析のピボットを設定できるようにするためのコンポ
ーネント、DecisionGridは実際に解析されたデータがグリッド形式で表示するコンポーネ

ント、DecisionGraphは対応するグラフを表示するコンポーネントです。
設定が終わったら、DecisionQueryのActiveプロパティを trueにすると、設計画面で解

析が実行されます。DecisionPivotにはボタンが表示され、DecisionGridとDecisionGraphに
は解析されたデータとチャートが表示されます（図.32）。

設計画面でDecisionPivot1に表示されているボタンの文字列の部分をクリックすると解
析データの種類やピボットを変更できます。また、直接グリッド上に表示されている項目

を互いにドラッグアンドドロップすることでも座標軸を交換できます。項目上に黄色で表

示されている（＋）や（－）の印をクリックすると、その項目の詳細を表示するかどうか

を切り替えられます。

このように設計画面で実際の動作を確認できるのも、Delphiの特長です。実際に解析し

たデータを確認しながら、アプリケーションの要求に応じて設定をカスタマイズできます。

Decision Cubeを使えばプロパティを変更したり、グリッド上で表示形式を変更すること

で、幅広いビジネスニーズに対応する多次元解析を実現できます。そして、この機能はコ

ンポーネントとして提供されているため、プログラマが作成するアプリケーションに強力

な解析能力を追加できます。

図.32　Decision Cubeの使用例
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マルチデータベースエンジンのサポート

Delphi 3データセットアーキテクチャは、複数のデータベースエンジンに対応できるよ

うに拡張されました。TableやQueryのようにBorland Database Engineを使うもの以外にも、
開発者がデータベースの基本的な処理（キャッシュ、取り出し、言語照会、異種間アクセ

ス、一般的なカーソルサポート）を実装することで、アプリケーション固有のデータセッ

トを利用できます。これによって、他のデータベースエンジンを扱う場合にも、Delphiの
データベースに関する強力なビジュアルコントロールをシームレスに利用できます。

Delphi 3のデータベース対応コンポーネントの関連性を図 33に示します。

.33Delphi 3‚•‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚‘

‰‘‰
‚‚‚TDataSet‚Ž‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚Delphi‚Š‹‚Ž‚“‚‚‚‚‚‚‚‚‚‘‘Š‹‚‚ƒƒƒƒƒ‚RPC‚COMƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚Java
ƒƒƒƒƒƒ‚‚’‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚—‚CORBAƒƒƒƒƒƒ‚‚’‹‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‰‘‰
‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚Š”Ž‚‚‚‚Ž‚Š‚‚‚‚Delphi‚ƒƒƒƒ‘‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚

Delphi 3‚‰‘‰‚‚‚TDataSet‚‘‚‚2Ž—‚Ž‘‚’‹‚‚‚‚‚
l Borland Database Engineƒƒƒƒƒ

ƒƒƒƒƒ‚‚SQLƒƒƒƒ‚‚•‚ƒƒƒƒ‚‘‚—
‚‚BDE‚Ž‚‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ’‰ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒ‚‚‚‚

l ƒƒƒƒƒƒƒƒ
ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‘‚Š”Š‹‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒ’‚’‹‚‚‚‚‚‚ƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ
ƒ‚ƒƒ‚ƒƒ‚“Š“•‚ƒƒ—‚‚‚•—
‚‚‚‚‚‘‘‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚COMƒƒƒƒƒƒ‚’‚‚‚‚‚DCOM(Distributed COM)‚Ž‚‚‚‚
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

ƒƒƒƒƒŒ

‘‘ƒƒƒ‚•Ž‚ƒƒƒƒ‘‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚ˆ‚‚ƒƒƒ‚Š—‚‘‹–‚ƒƒƒƒ‚Œ—‰‚‚‚‚‚‚‚’–‚‚‚‚‚Ž–‚‚
.34‚“Œ“‚3‘ƒƒƒ‚—‚‚Delphi 3‚‚‘‘ƒƒƒ‚‘‰‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚•“‚ƒƒƒƒ‘‚Ž‚‚Š”‚‚‚‚

.34“Œ“‚3‘Š”

Delphi 3における多層開発
Delphi 3‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‘‘ƒƒƒ‚‘‰‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒŒ‚‘‰‚‚‹”‚ƒƒƒƒƒƒ‚’‹‚‚‚‚‚
ƒƒƒƒƒŒ‹”‚ƒƒƒƒƒ”‚‚‚‚‚‚‚

‚‚Delphi 3‚‚[ファイル(F) | 新規作成(N)]
‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚Table‚Query‚”’‚‚Š’‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚

TRemoveServer‚‘‘ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚”’‚ƒƒƒƒƒ‚‚‘‚Š—
‚‚‚RemoteServer‚ServerNameƒƒƒƒƒ‚‚‘‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒ‚—‹‚‚‚‚‚““‚‚‚‚‘‚‚‚‚‘‚Š—‚‚‚

TClientDataSet‚TDataSet‚‚Œ‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚Œ—‚ƒƒƒƒƒ‚‚ Borland Database 
Engine‚‚ƒƒ‚Ž‚Ž‚TQuery‚TTable‚ˆ‚‚TClientDataSet‚ƒƒ‚’‘“‚‚‚‚TClientDataSet‚Dataƒƒƒƒƒ‚‚
‚‚‚‚‚ƒƒDataPacket; ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒDelta; •‚‘“‚‚‚‚‚‚BDEƒƒ‚ƒƒƒƒƒTTable, 
TQuery, TStoredProc‚TClientDataSet‚Ž‚ƒƒƒƒƒƒ‚’‹‚‚Providerƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚

‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‘‚‚‚‚‚‚‚’‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚•—
‚‚‚‚ƒƒ‘‚ƒƒƒƒƒƒ‘‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‘‹”‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”‚‚‚‚‘‰
‚‚‚•‚‹”‚Ž‚‚‚‚‚

’̂

.35Delphi 3 Client/Server Suite‚[Data Access]ƒƒ
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Delphi 2.0から引き継がれている特長

Webƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”
Web‘‰‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”‚‚‚‚‚Delphi 3 Client/Server Suite‚‚Internet Solutions Pack‚‰

‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚’‰‚‚‚‚‚‚
Webƒƒƒƒƒƒƒ‚Š”‹”‚ƒƒƒƒƒ”‚‚‚‚‚‚‚

Internet対応コンポーネント

ClientSocket ƒƒƒƒƒƒƒ‚TCP/IPƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚”’‚‚‚

ServerSocket ƒƒƒƒƒƒƒ‚TCP/IPƒƒ‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒ‚”’‚‚‚

WebDispatcher ƒƒƒƒƒƒ‚Webƒƒƒƒ‚•Š‚‚‚HTTP‚—‹ƒƒƒƒ‚‘‰
‚‚Webƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚

PageProducer Webƒƒƒƒ‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚HTMLƒƒƒƒƒ‚‚HTMLƒƒƒƒ‚•Ž—
‚•Š‚‚‚‚‚Ž‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚

QueryTableProducer TQueryƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒ‚Ž‚‚‚ƒƒƒŒŽ‚HTMLƒƒƒƒ—‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚

DataSetTableProducer TDataSetƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒ‚Ž‚‚‚ƒƒƒŒŽ‚HTMLƒƒƒƒ—‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚

FTP(*) FTPƒƒƒƒ“‘ƒƒƒƒƒ‚Š’‚ƒƒƒƒ‚‚‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒƒƒŠ‚ƒ
ƒ‚“‘‚‚‚

HTML(*) HTMLƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‰‚‚ƒƒƒƒ‰”‚—ˆ‚•Ž‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

HTTP(*) HTTPƒƒƒƒƒƒƒ“‘ƒƒƒƒƒ)
‚ƒƒƒƒƒƒ‚Ž‘‚’HTTPƒƒƒƒƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

NNTP(*) NNTPƒƒƒƒƒƒƒƒ“‘ƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒ‚—
ˆ‚‚‚‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

POP(*) POP3ƒƒƒƒƒ‚ƒƒƒ‚‚UNIX‚‚‚ƒƒ‚‚ƒƒ‚Ž‚‚‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

SMTP(*) SMTPƒƒƒƒ‚ƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒ‚ƒƒƒ‚‚‚‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

TCP(*) ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒ‚—
•‚‚‚‚WinSock‚TCPƒƒƒƒƒƒƒƒƒŒƒƒƒƒƒ‚Ž‘‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

UDP(*) ƒƒƒƒƒƒ‚ƒƒ‚—
•‚‚‚‚WinSock‚UDPƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Ž‘‚‚ActiveXƒƒƒƒƒ‚‚

(*)‚‚‚‚Internet Solutions Pack‚‚‚Delphi 3 Professional‚‚Š‚‚‚‚‚‚

’̂

.36ƒƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Internetƒƒ
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DataSetTableProducerの使い方
Web‘‰‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚DataSetTableProducer‚Ž‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚—‚‚‚‚‰‚‚‚
DataSetTableProducer‚TDataSet‚‚Œ‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒ‚‘‰‚ƒƒ‚“—

‚HTML‚•ƒƒƒŒŽ‚•Š‚‚‚TDataSet‚‚Œ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚TableQueryStoredProc‚‰
‚ClientDataSet‚‚‚‚‚ClientDataSet‚Ž‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒ‚Ž‚‚‚HTML‚•Š‚‚‚‚‚‚‚‚‚

–‚‚‚‚Ž‚‚—‚QueryTableProducer‚Ž‚‚‚QueryTableProducer‚•—‚‰‚‚Ž““‚–
‚‚‚‚Ž‚‚‚

‚‚ƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒ‚Table‚”’‚‚‚Table1‚DatabaseNameƒƒƒƒƒ‚TableNameƒƒƒƒƒ‚““‚ƒƒƒ‚’
‚‚‚‚‚Activeƒƒƒƒƒ‚True‚‚‚‚Ž‚DataSetTableProducer‚”’‚DataSetƒƒƒƒƒ‚Table1‚’‚‚‚‚‚‚Dat
aSetTableProducer1‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚‚.37ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚ƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚‚HT
ML‚“—‚Ž‚‰–‚Š”‚‚‚‚Œ‚‚‚‚

ŽŽ‚‚Contentƒƒƒƒ‚Œ‚‚‚‚‚HTMLŒŽ‚•Ž—‚Ž“‚‚‚‚‚‚‚ƒƒƒƒ‚•‘‚‚‚‚‚‚‚‚‚‚Ž‚‚‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚
var
  s: string;
  F: TFileStream;
begin
  s := DataSetTableProducer1.Content;
  F := TFileStream.Create('filename.html', fmCreate);
  F.Write(PChar(s)^, Length(s));
  F.Free;
end;

‚‚‚‚’“‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚‚Webƒƒ‚“‚‚ƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚‚‚[ファイル(F) | 新規作成(N)]‚[新規
作成]ƒƒ‚[Webサーバーアプリケーション]‚‘‚‚‚‚‚

’̂

.37ƒƒƒƒƒƒƒƒƒ‚‚‚Œ‰–
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Delphi 2.0から引き継がれている特長
Delphi 2.0‚‚ˆ‚Œ‚‚‚‚‚“’

32ビットコンパイラ 強力な最適化機能を持つ 32ビットネイティブコードコンパイラにより、高速に
実行されるアプリケーションを開発できます。また、実行形式ファイル(.EXE)だ
けでなく、他のアプリケーションから利用できる.DLLも作成できま
す。Windows APIを呼び出したり、メッセージを処理することができ、マルチス
レッドを含むWindows 95/NTのすべての機能を利用できます。

2Way-Tool ビジュアル開発とソースコード開発を密接に連係させる機能です。ビジュアルに
設計した内容は、同時に対応するソースコードに反映されます。また、ソースコ
ードに入力した内容も自動的に評価されビジュアル開発側で利用できます。ビジ
ュアルとソースコード間でのカットアンドペースト、プロジェクトのソースコー
ドでの管理、フォームのテキスト表示切り替えなど、さまざまな側面で 2Wayの
機能が実現されています。

豊富なコンポーネント Delphi 3では 100 種類以上の豊富なコンポーネントによって、広範なアプリケー
ション開発に対応します。また、スクロールバーやトラックバーの初期位置の指
定、ツリービューやリストビューでの項目の指定、セルでの編集機能を持つ文字
列グリッドなど、ビジュアル性が高いユニークな機能は、迅速なアプリケーショ
ン開発に役立ちます。

ビジュアルなフォームの継承 Delphiの土台を築いているオブジェクト指向プログラミングを活かし、フォーム
やデータモジュールを継承できます。フォームのスタイルを統一したい場合や、
既存のフォームを変更せずに新しいコンポーネントや機能を追加したい場合に役
立ちます。

フォームリンク [ファイル(F) | ユニットを使う(U)]でユニット名を指定すると、別のフォームやデ
ータモジュールやそこに配置されているコンポーネントを利用できます。テーブ
ルや問い合わせを別のフォームのデータ表示コントロールで利用できます。

データモジュール テーブルや問い合わせ、コモンダイアログなど、実行時に目に見えない非ビジュ
アルコンポーネントを配置し、アプリケーション内で共通化したいビジネスロジ
ックを定義できます。

オブジェクトリポジトリ 汎用的なフォームやデータモジュール、プロジェクトを登録しておける場所で
す。アプリケーション間で共通に使いたいフォームのスタイルやデータ構造を登
録しておくことで、複数のプログラムから構成されるアプリケーションを効率的
に開発できます。Delphi 3ではグループでリポジトリを共有できます。

コードエディタ キーボードマクロやカラムブロック、構文強調表示など、高度な機能をサポート
し、ソースコードプログラミングにも役立つ機能を備えています。キー操作も 4
種類の中から選べます。

InstallShield Express アンインストールにも対応したインストーラ作成ツールです。

Internet Solutions Pack(*1) インターネット・イントラネットプログラミングを容易にするActiveXコントロ
ールです。

統計・財務関数(*1) 幅広いビジネス処理に対応するために統計・財務関数がサポートされています。

VCL32ソースコード(*1) Delphiに登録されているビジュアルコンポーネントライブラリ(VCL)のソースコ
ードです。コンポーネントの構造や内部動作を調べたり、新しいコンポーネント
を作成する際に参考にすることができます。

Open Tools API(*1) ビジュアル開発環境にツールを組み込むためのインターフェースです。さまざま
なウィザードツールをシームレスに統合できます。

WinSight32(*1) システムで使われているすべてのウィンドウやWindowsメッセージを追跡する
ためのユーティリティです。
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データベースコンポーネント テーブル、問い合わせ、ストアドプロシージャに対して、専用のコンポーネント
が用意されています。また、データベースやセッションに対応するコンポーネン
トを使って複数のデータセッションを生成でき、問い合わせの並列処理などが実
現できます。データ表示用のコントロールには、グリッドやテキスト、メモ、イ
メージを使った表示などがサポートされ、さらにDelphi 3では書式付き表示やグ
ラフ表示がサポートされています。

設計画面でのデータ表示 Delphiでは設計画面で実際のデータを表示できるため、アプリケーションを実行
させることなく、どのようにデータが表示されるかを設計時点で確認できます。

データベースグリッド グリッド形式でデータを表示するDBGridは、コンボボックスを使ってデータを
入力するための選択リストを指定できます。また、データ入力のためにプログラ
ムを実行したり、他のフォームを呼び出すこともできます。項目ごとに色やフォ
ントを指定でき、同一の項目を複数表示するといった設定もできます。

マルチオブジェクトグリッド(*1) 複数レコードを表示するため、データ表示用コントロールを任意のスタイルで配
置できるコンポーネントです。

キャッシュアップデート データベースに対する編集をいったんデータベースエンジンでキャッシュし、ま
とめて適用したり取り消すことができます。特にクライアント/サーバー環境で
は、問い合わせの実行を局所化することで、パフォーマンスを向上できます。

データベースエクスプローラ テーブルやエリアスの表示・編集をサポートし、テーブル単位または項目ごとに
フォームにドラッグアンドドロップしてデータベース対応フォームを設計できま
す。また、Client/Server Suite版に付属の SQLエクスプローラではストアドプロシ
ージャやトリガーのような SQLデータベースのメタデータも表示できます。

データディクショナリ(*1) アプリケーション間で共通に使いたいデータベース固有の属性を設定しておけま
す。

Local InterBase Server(*1) スタンドアロン環境で、クライアント/サーバースタイルのアプリケーションを
開発するための SQLデータベースです。ストアドプロシージャやトリガーなど
を使ったデータベースアプリケーションを開発できます。

Borland Database Engine dBASE/Paradox/ASCIIテキストのようなローカルデータの操作から、ODBC接
続、SQL Linkによる SQLデータベースへの直接接続をサポートするスケーラビ
リティの高いデータベースエンジンです。Delphiのデータベース対応コンポーネ
ントを使う場合は、Borland Database Engine(BDE)の詳細について知る必要はあり
ませんが、高度なデータ処理が必要な場合は、BDE APIを直接呼び出すこともで
きます。

SQLモニタ(*2) SQLのパフォーマンスを調査するためのツールです。

SQL Linkおよび再配布権(*2) SQLデータベースに対する高速なデータ処理を実現するた
め、InterBase、Oracle、MS-SQL Server、Sybase、Informix、DB2に直接接続でき
るミドルウェアです。開発したアプリケーションとともに再配布できます。

Visual Query Builder(*2) SQL文をビジュアルに設計するツールです。Queryコンポーネントのスピードメ
ニューから呼び出せます。

InterBase Server(*2) 開発とテストの目的で使える、4ユーザー版の InterBase Server for Windows 95/NT
です。

PVCS(*2) チーム開発やバージョン管理を支援するバージョニングエンジンです。

*1　Delphi 3 Professional、Delphi 3 Client/Server Suiteでサポートされます。

*2　Delphi 3 Client/Server Suiteでサポートされます。
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